
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
芭
蕉
の
市
世
間
の
泣
集
で
、
そ

の
閉
山
政
者
の
姓
名
d
h

務
げ
て
あ
る
。

シ
ョ
ウ
オ
合
シ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
紹
屋
昌
隆

町
制

宗
の
術
。
南
同
町
、穂
三
に
参
す
る
こ
と
十
年
、
逢
に
印

可
そ
受
け
て
総
待
寺
に
出
慨
し
、
能
殺
の
安
祭
寺
に

鑓
旬
、
開
る
こ
と
十
四
年
の
後
、
木
下
延
俊
の
献
に

よ
っ
て
松
屋
寺
に
位
し
た
。
元
利
允
年
間
月
一
日
示

寂。

て
畏
宗
斑
涯
に
鴎
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
ェ
イ
ジ
常
策
寺

金
抑
制
ケ
川
に
在
っ

て
、
間
出
光
山
と
川
町
し
、
日
部
地
宗
に
闘
す
る
。
正
保
二

年
羽
咋
郡
妙
成
寺
の
日
係
之
を
酬
出
品
に
匙
て
た
が
、

明
和
二
年
今
の
地
に
移
っ
た
。

ジ
ヨ
ウ
Z

イ
ジ
成
鑓
寺

臥
奈
川
長
賂
に
在
っ

て
、
興
宗
取
一
献
に
回
す
る
。

シ
ョ
ウ
エ
ン
ジ

松
縁
寺

江
沼
梢
大
明
寺
銭
砲

町
に
あ
っ
て
、
深
土
宗
に
邸
す
る
。
寛
永
二
十
年
金

部
法
防
寺
に
開
た
近
処
断
胞
の
創
立
に
係
る。

シ
ョ
ウ
エ
ン
ジ

照
悶
寺

金
抑
五
節
町
に
在
っ

て
、
長
宗
一
四
波
に
屈
す
る
。
延
徳
三
年
石
川
郡
山
島

村
に
法
敬
坊
附
寄
の
創
立
し
た
防
で
、
前
町
利
治
の

時
敬
窓
一
名
川
宣
と
い
ふ
省
が
今
の
加
に
移
台
、
惣

職
た
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
問
削
後
慌
に
燭
顕
の
地
位

に
あ
っ
た
。

シ
ョ
ウ
Z

ン
ジ

勝

回

寺

能
美
術
小
松
八
日
市

町
に
在
っ
て
、
国
民
宗
東
振
に
回
す
る
。
も
と
岡
部
松

附
村
に
民
た
が
、
正
保
二
年
今
の
地
に
移
っ
た
と
い

.山。
シ
ョ
ウ
エ
ン
ジ

勝
岡
寺

即
時
湖
東
出
に
在
っ

て
、
認
宗
西
波
に
邸
す
る
。

シ
ョ
ウ
エ
ン
ジ
正
悶
寺

臥
奈
川
相
内
屋
に
在
っ

て
、
長
宗
一
一
応
仮
に
因
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
エ
ン
ジ
乗
回
寺

金
期
三
田
山
聞
に
在
っ

て
、
由民宗
東
涯
に
回
す
る
。
も
と
石
川
郡
宮
腹
伺
商

寺
内
に
在
っ
た
が
、
天
保
三
年
今
の
所
に
移
っ
た
。

ジ
ヨ
ウ
Z

ン

ジ

上

一日
寺

河
北
郡
大
捕
に
在
っ

て
、
四
国
宗
東
仮
に
図
す
る
。
初
め
上
祈
訪
と
稽
し
た

が
、
明
治
十
二
年
十
且
寺
蹴
を
改
め
た
。

シ
ョ
ウ
オ
ウ
シ
ョ
ウ
ソ
ヲ
シ
ユ
ウ

蕉
翁
消
息
集

金
仰
の
例
入
附
吏
が
京
に
出
て
か
ら
、
天
明
六
年
同

地
の
林
屋
橋
兵
衛
・
菊
屋
太
兵
衛
に
出
板
せ
し
め
た

シ
ョ
ウ
カ

設
果

的
古
市
中
故
に、

白
山
の
孤
に

銑
行
の
人
を
、
山
内
の
民
が
狩
果
の
人
と
い
ふ
と
あ

る
。
稽
泉
は
仰
道
に
よ
っ
て
倍
近
し
た
お
で
あ
る
の

か
ら
料
用
し
た
の
で
あ
る
。

シ
ョ
ウ
ガ
ヲ
イ
ン
正
庖
院

羽
川
耶
一
宮
寺
家

に
在
っ
て
民
言
宗
に
邸
し
、
も
と
気
多
榊
祉
の
祉
俗

で
あ
っ
た
。
詰
寺
に
阿
揃
陀
如
来
町
出
品
聞
が
あ
る
。
体

高
一
米
一
一
程

・
混
一
品
七
抗
組
。
計
木
議
‘
内
到
。
隠

密
・
体
鱗
・
援制耐
uhに
藤
原
時
代
の
総
式
に
成
っ
た

佳
作
で
あ
台
、
元
利
中
箔
抑
せ
ら
れ
た
お
決
槻
宇
山
山

じ
た
の
を
、
昭
和
十
年
の
大
修
締
で
時
限
形
脅
復
し

た
。
光
背
も
光
心
の
み
は
品
開
と
同
時
代
だ
が
、
そ

の
他
は
元
利
の
も
の
ら
し
い
。
も
と
匁
多
制
枇
の
締

常
に
安
也
せ
ら
れ
た
本
館
と
い
は
れ
、
大
疋
十
三
日
比・

九
且
凶
貨
に
指
定
せ
ら
れ
た
。
叉
絹
本
名
色
十
ご
天

像
十
二
幅
各
竪
八
一
一
組

・
杭
三
七
艦
が
あ
り
、
そ
の

中
二
闘
に
藤
原
長
谷
川
信
春
サ
六
戯
築
、

一
例
に
長

谷
川
什
六
歳
笠
と
暫
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
質
問
宜
美
術

品
に
指
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
絹
本
誌
色
不
動

八
大
賞
子
像

一
樹
緊

一
米
四
極
・
円
制
六
六
纏
は
鎌
Am

時
代
の
作
、
磁
気
多
副
社
間
聞
社
若
宮
跡
枇
木
遣
制
体

一
躯
筋
三

O
題
、
一
位
気
多
紳
枇
本
印
刷

mm仰
径

一
米
五

七
樫
は
桃
山
乃
京
江
戸
時
代
初
期
の
作
‘
柏
田
間
錨
枇

白
山
跡
祉
懸
仰
径
一
米
二
四
艇
も
同
時
代
の
作
、
活

大
穴
持
制
枇
木
造
業
師
如
来
座
像
鷲
酬
明
尚
二
玩
極
は

シ
ヨ

室
町
末
期
の
作
と
認
め
ら
れ
、
能
肝
官
同
作
例
袈
附
の

一
と
せ
ら
れ
た
一
宮
認
附
院
薬
師
座
像
一
筋
商
三
回

鑑
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
作
で
あ
る
。
叙

上
は
訓
仰
分
離
の
際
、
又
は
円
別
多
制
枇
の
他
の
枇
品
川

が
機
械
の
際
、
す
べ
て
説
寺
に
保
存
せ
ら
れ
る
に
京

っ
た
も
の
で
あ
る
。

シ
ョ
ウ
ガ
ク
ケ
ン
リ
ュ
ウ
紹
鍛
竪
隆

曹
洞
宗

の
術
。
出
羽
の
入
。
義
山
等
仁
に
教
を
受
け
、
初
め

石
川
郷
大
束
寺
九
代
に
住
し
、
次
い
で
品
川
天
寺
六
代

に
移
っ
た
。
文
明
十
七
担・
十

一
且
サ
九
日
寂。

シ
ョ
ウ
カ
タ
ジ

照
箆
寺

岡
引
咋
榔
小
川
に
在
っ

て
、
園
田
宗
碇
振
に
臨
す
る
。

シ
ョ
ウ
ガ
タ
ジ
正
慰
寺

金
持
木
新
保
に
在
っ

て
、
甲
山
宗
斑
仮
に
屈
す
る
。

初
め
石
川
郡
諸
江
に
居

た
が
、
党
永
十
ご
年
金
搾
桶
川
町
に
町
村
り
、
寛
保
一
冗

年
叉
今
の
地
に
鴨
じ
た
。

シ
ョ
ウ
ガ
ヲ
ジ
正
慰
寺

江
沼
州
大
聖
寺
な
る

山
，
下
に
あ
っ
て
、
相
即
土
宗
に
邸
す
る
。
天
正
元
担
深

倭
芳
市
の
附
恐
に
係
る
。

シ
ョ
ウ
ガ
テ

ジ

正

田町
寺

能
漢
市
小
松
訟
任
町

に
在
っ
て
、
田
県
宗
西
波
に
回
す
る
。

明
治
十
一
日
叫
六

月
か
ら
寺
畿
の
公
務
を
許
さ
れ
た
。

シ
ョ
ウ
ガ
h
y
ジ

正

毘

寺

河
北
川
川
口
品
展
に
在
っ

て
、
国
叫
宗
東
援
に
邸
す
る
。

シ
ョ
ウ
ガ
h
y
ジ

正

問
問
寺
羽
咋
制
上
白
に
在
っ

て
、
民
自町
東
涯
に
屈
す
る
。

初
め
同
部
鳥
越
に
居
た

が
、
寛
文
元
年
今
の
地
に
椋
じ
た
と
い
ふ。

シ
ョ
ウ
ガ
安
ジ
正
回目寺

鳳
至
郡
山
田
洞
宗
総
待

寺
の
山
内
野
綴
院
に
殺
臨
し
‘
殴
長
二
担
別
降
の
建

放
に
係
る
'も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
は
牒
絶
し
た
。

シ
ョ
ウ
ガ
タ
ジ

Ea寺
臥
京
都
輪
島
に
在
っ

て
、
国
間
宗
東
一
献
に
関
す
る
。

初
め
開
制
絹
舟
に
居
た

が
、
隠
安
元
年
今
の
地
に
鞘
じ
た
と
い
ふ。

シ
ョ
ウ
ガ
h
y
ジ

正

園田
寺

て
、
百
円
宗
東
一
献
に
臨
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
カ
ク
ジ

湾
箆
寺

て
、
園
田
宗
東
涯
に
臨
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
カ
ヲ
ジ

海
底
寺

風
間
制
鵜
川
に
在
っ

て
、
日
誕
祭
に
鴎
す
る
。
山
放
は
従
判
事
山
。
院
長
二

組
自
慢
の
建
立
に
係
る
。

ジ
ヨ
ウ
ガ
h
y
ジ

定

額
寺

ハ一〉

加
賀

の
定
剛
山

寺
l
定
剛
山
寺
は
、
王
朝
に
於
け
る
諸
凶
の
官
寺
中
、

数
を
限
っ
て
特
別
の
資
梢
キ
一典
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
今
加
賀
の
定
額
寺
に
続
い
て
考
へ
る
に
、
=
一代

資
録
一
克
明
匝
八
年
十
二
且
十
六
日
の
保
に
、
加
賀
附
加

担
一
部
補
助
寺
定
額
に
預
る
と
あ
る
に
抑
ら
ず
、
m
t
仁

和
元
年
二
月
十
六
日
の
僚
に
も
同
一
の
記
事
あ
る

は
、
何
れ
か
二
万
の
誤
診
な
る
こ
と
明
ら
か
で
あ

り
、
開
削
嗣
提
闘
史
は
後
者
を
採
っ
て
ゐ
る
。
耐
L
て
鮪

助
寺
の
位
也
は
、
現
河
胎
掛
森
下
村
に
削
閣
制
純
手
の

名
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
附
屯
で
あ
っ
た
と
用
品
は
れ

ヲ
告
。
。一
U

抽
出
血
祉
の
定
額
寺
!
能
積
で
は
、
日
本
後
紀
弘
仁

三
年
抗
月
サ
八
日
の
僚
に
、『
結
中
の
部
仰
を
し
て
他

殺
凶
部
門
の
定
額
寺
を
綴
校
せ
し
む
。
こ
れ
こ
の
凶

に
元
来
誹
附
を
置
か
ざ
る
お
な
り
。
』
と
あ
る
か
ら
、

明
ら
か
に
定
額
寺
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
べ
〈
、
附

し
て
そ
の
定
紋
寺
は
承
和
十
年
十
二
月
朔
‘
能
腎
凶

部
内
定
額
大
奥
寺
を
以
て
始
め
て
凶
分
寺
と
し
た
と

い
ふ
も
の
即
ち
是
で
あ
る。

臥
主
梢
仲
波
に
在
つ

臨
日
制
佐
波
に
在
つ

ジ
ヨ
ウ
ガ
h
y
ジ

成

率
寺

金
期
蛤
坂
町
に
夜
っ

て
、
高
養
山
と
蹴
L
、
深
土
宗
に
闘
す
る
。
正
保
凶

年
、
是
よ
り
先
松
平
文
右
衛
門
夜
し
て
子
が
な
か
っ

た
の
で
、
そ
の
後
室
が
窮
地
に
寺
を
起
し
、
次
い
で

玉
泉
寺
の
上
ゲ
地
を
稲
う
て
之
を
移
し
た
の
で
あ
る
。

又
右
衛
門
の
戒
名
に
よ
っ
て
初
は
成
思
院
と
い
う
た

三
九
五


